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 「GoTo トラベル２．０の早期実施及び事業継続のお願い」 

岸田 文雄 内閣総理大臣に要望 

 令和３年１１月３０日 首相官邸にて 

 

一般社団法人 日本旅館協会 会長 浜野 浩二（北海道 株式会社 ハマノホテルズ 代表取

締役社長）は、岸田 文雄 内閣総理大臣に GoTo トラベル２．０について要望を行いました。 
 

 長引くコロナ禍で宿泊産業は大きな痛手を被っております。新たな変異株の発生などもあり、

インバウンドの回復も当面見通せない状況であり、国内の需要喚起を進めることで宿泊産業

から波及する多くの産業も含め地域経済を守るため、GoTo トラベルの長期事業継続を岸田

総理大臣に要望いたしました。 

 日本人国内旅行者の宿泊を０．５泊増やすことにより、剥落したインバウンドの宿泊数を補完

できます。そのための施策として GoTo トラベルの長期実施をお願いいたしました。 

 

 

要望参加メンバー 

浜野 浩二 会長  ハマノホテルズ 代表取締役社長 （北海道） 

 

佐藤 勘三郎 副会長  伝承千年の宿佐勘 代表取締役社長 （宮城県） 

 

松﨑 陽充 副会長  まつさき 代表取締役社長 （石川県） 

 

永山 久徳 副会長  下電ホテル 代表取締役社長 （岡山県） 

 

佐藤 英之 専務理事 

【同席】 

   自由民主党 武井 俊輔 衆議院議員 

 

【本リリースに関する報道お問い合わせ先】 

一般社団法人 日本旅館協会 専務理事 佐藤 英之 

TEL：03-5215-7337  e-mail：satou@ryokan.or.jp 



 
 

 

 

 

 

写真左から  
松﨑 陽充 副会長  浜野 浩二 会長  岸田 文雄 内閣総理大臣  
武井 俊輔 衆議院議員  佐藤 勘三郎 副会長  永山 久徳 副会長  



【要望事項】 

 

ＧｏＴｏトラベル２．０の早期実施及び事業継続をお願いしたい。  

平成２８年に策定された計画では、新たな目標として訪日外国人旅行者数及び旅行消

費額を２０２０年４，０００万人・８兆円、２０３０年６，０００万人・１５兆円とし、日本人国

内旅行消費額についても２０２０年２１兆円、２０３０年２２兆円という目標が設定された。 

政府目標の１５兆円を達成できれば、輸出額は自動車産業に匹敵する我が国最大の

輸出産業となる。 

延べ宿泊者数（うち外国人）の数字は、２０１９年５億９，５９２万人（１億１，５６６万人）で

あったのが、２０２０年は新型コロナウイルス感染症の影響で３億３，１６５万人（２，０３５

万人）に減少、２０２１年の上半期は１億８，５１１万人（３０１万人）となっている。 

政府及び地方自治体の移動制限の要請を受け、日本人国内旅行は大幅に減少し、入

国制限により外国人旅行者は零に等しい状況となっている。 

このような状況下で多くの旅館ホテルが休業またはそれに近い現状が続いているが、

飲食店のような休業・時短要請に伴う協力金もなく、装置産業で多くの借入れを基に事

業を行っているところに、運転資金などで更に借入れ金が膨らんでいる、加えて、大型

施設では耐震工事の負債も加算され、厳しい財務状況となっている。 

しかしながら、世界の観光マーケットはヨーロッパ諸国などでは早くも復活してきて

おり、政府として２０３０年の目標は取り下げていないように、数年後には必ずかつて

の成長軌道を取り戻せると考える。そのためには、コロナ禍で最も甚大な影響を受けて

いる観光インフラが大きく毀損してしまう事態を防がねばならず、国としての強力な支



援政策が不可欠である。 

財務を立て直し、再び成長軌道に戻るためには、旅行需要の自然回復で補うことは

できず、ＧｏＴｏトラベル事業のような強力な後押しが必要である。 

旅館ホテルの地域経済への貢献は大きく、試算では取引事業者への年間支払額は８

兆円を超えて、直接雇用もパートを含め１００万人を超えており、観光関連の従事者は

約９００万人と云われている。 

飲食店のように協力金を直接給付する方法もあるが、利用者の追加負担のない方法

では経済的な効果は限定される。 

地方での関連産業への経済効果を考えると、昨年の爆発的な事業実績が証明するよ

うに新たなＧｏＴｏトラベル２．０事業の早期実施による需要喚起が唯一の方策と考える。 

 

 

 

ＧｏＴｏトラベル２．０事業長期継続の必要性 

 

 訪日外国人旅行者がほぼ消失しており、ＧｏＴｏトラベル２．０事業を実施することにより

日本人国内旅行の喚起に繋がります。日本人国内旅行者の宿泊が０．５泊増えれば、訪日

外国人宿泊数を補完できます。 

 訪日外国人旅行者が戻るまでの間、ＧｏＴｏトラベル２．０事業を実施していただきたい。 

 

２０１９年（１月～１２月）宿泊旅行実績 
 

【延べ宿泊者数】 

      全 体     日本人      外国人 

   ５億９，５９２万人泊       ４億８，０２７万人泊        １億１，５６６万人泊 
 

【日本人国内宿泊旅行者延べ人数】 

   ３億１，１６２万人    平均 １．５４泊 
 

【訪日外国人】 

   ３，１８８万人    平均 ３．６３泊 


